
●世界標準を目指すSmart Energy Profi le 2.0の全体像がわかる
●スマートグリッドとスマートハウスの関係が明確になる
●スマートハウスを実現する中核技術「スマートメーター」「HEMS（ホームエネルギー管理システム）」「エネルギー端末」が整理できる
●スマートハウスのビジネス動向と参入プレイヤーが見える

本邦初！Smart Energy Profile 2.0（SE2.0）について
解説

本書では、最新のSmart Energy Profi le 2.0について、先行する米国のホー
ムエリアネットワークによって構築されたスマートハウスの導入状況を紹介
しながら、その規格内容の全体像を解説している。

資料例：NISTに採用された標準規格「Smart Energy Profile 2.0」の記述

スマートハウスを実現する技術動向およびシステムが
わかる！

スマートハウスを実現するための中核技術「スマートメーター」「HEMS」
（ホームエネルギー管理システム）」「エネルギー端末」や活用法について整理
して解説し、スマートハウスビジネスに参入するプレイヤーについても紹介し
ている。

図例：スマートハウスのイメージ
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次のような方にお勧めします
・電力・エネルギー・環境関連企業の関係者
・次世代IT関連企業の開発者
・ホームネットワークなど家電産業企業の関係者
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・スマートメーターなど住宅電源コントロール設備機器メーカー関係者
・建築・不動産関連の関係者
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●『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011』
　　電力、オイルの供給限界が現実として起こった今、これからのエネルギーを考える
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●『世界のスマートグリッド政策と標準化動向2011』
　　実用期を迎え具体化するスマートグリッドの最新動向を解説！

●『日米欧のスマートメーターとAMI・HEMS最新動向2011』
　　スマートグリッドの心臓部「スマートメーター」の技術と世界の最新動向を徹底解説！

近刊予定 ●『スマートハウス構築のためのホームネットワーク技術2011』
　　ホームネットワークの全体像を体系的に整理した初の解説書！
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今、地球温暖化からエネルギー枯渇問題に至るまで、人類史上まれにみる深刻な危機に直面しています。これらを解決する救世主として登場したのが、電力網と情
報通信網を統合した「スマートグリッド」（次世代電力網）です。本シリーズでは、世界のスマートグリッドの取り組みや標準化動向から、太陽光発電や風力発電
などの再生可能エネルギーの動向、さらにスマートハウス/スマートメータや各構成要素を制御するグリーン半導体にいたるまでを実践的にシリーズ化して発行
しています。



 

 

 

スマートグリッドにおけるスマートハウスの位置付け、HAN（ホームエリア

ネットワーク）の規格、技術を解説、各国各地域の取り組みも紹介 

本書のセールスポイント 
・各国の動向を概観し、なぜ今注目されているか、を解説する 

・スマートハウスを実現するさまざまな構成要素を実証実験と共に紹介 

・世界標準を目指す、Smart Energy Profile 2.0 の通信技術、規格を解説 

・各国のビジネス動向や参入プレーヤーを紹介 
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